




























─  歌唱指導とダンス指導を中心に  ─
A study on Teaching Self-Expression for Children


































































































































広島県内 Y 市で幼児から大人までのダンス教室を主宰する B 先生も，経験豊かな女性教師である。
筆者の勤務する教師・保育者養成大学においてダンス表現の授業の特別講師を務められている。授
業が始まると同時に，学生たちは，先生の巧みなリードダンスや言葉がけに惹き込まれ，瞬く間に
表情を明るくさせ，開放的なパフォーマンスを繰り広げていく。全身を躍動させてダンスに向かう
姿から，目の輝きから，彼らが身体だけでなく「心からダンシングしている」とはっきり読み取れる。
筆者は B先生の卓越した指導手腕にいつも舌を巻く。B先生は学生たちに次のように語る。「思いっ
きり，精一杯自己表現すること。それは，生きている喜びそのものです。子どもたちに，先ずは体
を動かす楽しさを味わわせて欲しい。決してダンスを無理強いしないように。子どもたちが自ら表
現するとき，その姿をとらえそこから伸ばしていきましょう」
B 先生の指導で注意しなければならないのは，先ずは「体を動かす楽しさを味わわせて」と主張
しつつも，B 先生自身がダンスの様式を十二分に知り尽くしていることである。だからこそ，子ど
もたち自らの動きを受け止めて指導できるのである。学生たちが思わず惹き込まれていく理由もそ
こにある。つまり，B 先生は，ダンスを熟知しているから，学生や子どもを感じさせ，楽しませ，
味わわせる，加えて基礎的な表現の能力をも育てることができるのである。
おわりに
幼稚園，保育所，小学校低学年時期における子どもたちの表現活動に対する教師の指導はどうあ
るべきか。「感じさせる」「楽しませる」「味わわせる」と，「基礎的な表現の能力を育てること」と
の両立，つまり音楽的感受と基礎的能力との両立である。そのためには，教師にも保育者にも表現
活動に関する十分な研究が必要である。
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